こうして 新しい 領分が 開けた わけです から、 その 開け 

た 直後 は 高まる というよりも 寧ろ 広まる 時代、 拡張の 

時代です。 それが 十八 世紀の 数学であります。 十九 世 

紀に 移る あたりに、 矢張り かかる 階段が あります。 す 

なわち、 この 時 も 急激に 変った 時代です。 一人の 代表 

者 を 選ぶならば、 例えば Gauss. g、 a、 u, ss です- 

急激に、 どんどん 変化して いる 時代 を 過渡期と いうな 

らば、 現代な ど は、 まさに 大過 渡 期であります ご てん 

で、 物語に もなん にもな つて やしない。 それでも 末弟 

は、 得意で ある。 調子が 出て 来た、 と 内心 ほくほくし 

ている。 「やたらに 煩瑣で、 そうして 定垂 ばかり 氾濫 



して、 いままでの 数学 は、 完全に 行 きづ まっている。 

一 つの 暗記物に 堕して しまった。 このと き、 数学の 自 

由 性 を 叫んで 敢然 立った の は、 いまの その、 おじい さ 

んの 博士であります。 えらい やつなん だ。 もし 探偵に 

でもな つたら、 どんな 奇怪な 難事 件で も、 ちょっと 現 

場 を 一 まわりして、 たちまち ぼんと、 解決して しまう 

にちがいない。 そんな 頭の いい、 おじいさん なの だ。 

とにかく、 Cantor の 言うた ように、」 また、 はじまつ 

た。 「数学の 本質 は、 その 自由 性に 在る。 たしかに、 そ 

うだ。 自由 性と は、 Freiheit の 訳です。 日本語で は、 

自由と いう 言葉 は、 は じめ 政治的 の 意味に 使われた の 



だそう ですから、 PYeiheit の 本来の 意味と、 しっくり 

合わない かも 知れない。 FYeiheit と は、 とらわれない 

拘束され ない、 素朴の もの を 指して いうので す。 &ei 

でない 例 は、 卑近な 所に 沢山 あるが、 多すぎて かえつ 

て 挙げに くい。 たとえば、 僕のう ちの 電話番号 はご存 

じの 通り 4823 です が、 この 三桁と 四桁の 間に、 コン 

マ を いれて、 4,823 と 書いて いる。 巴 里の ように 48| 

23 とすれば、 まだし も 少し わかりよいのに、 何でも か 

でも 三桁お きに コンマ を附 けなければ ならぬ、 という 

の は、 これ はすで に 一 つの 囚れ であります。 老 博士 

ろうしゅう 

はこの ような すべての 陋習 を 打破し ようと、 努めて 



一 向に 面白くない。 末弟 ひとり、 まさに その 老 博士の 

如く ふるいたつ て、 さらにが くがくの 論 を つづける。 

「このごろ では、 解析 学 の 始めに 集合論 を 述べ る 習慣 

があります。 これにつ いても、 不審が あります。 たと 

えば、 絶対 収斂 の 場合、 昔 は 順序に 無関係に 和が 定る 

という 意味に 用いられて いました。 それに 対して 条件 

的と いう 語が ある。 今では、 絶対値の 級数が 収斂す る 

意味に 使う のです。 級数が 収斂し、 絶対値の 級数が 収 

斂 しない ときには 項の 順序 を かえて、 任意の limit に 

tend させる ことができる という ことから、 絶対値の 

級数が 収斂し なければ ならぬ という ことになるから、 



こうま：；' 

たいへん 高邁のお 志 を 持って 居られます。 高邁のお 志 

に は、 いつも 逆境が つきまといます。 これ は、 もう、 

絶対に 正確の 定理の ようで ございます。 老 博士 も、 や 

はり 世に 容れ られ ず、 奇人よ、 変人よ、 と 近所の ひと 

たちに 言われて、 ときどき は、 流石に 侘びし く、 今夜 

も ひとり、 ステッキ 持って 新 宿へ 散歩に 出ました。 夏 

のころ の、 これ は、 お 話で ございます。 新 宿 は、 たい 

ひとで 

へんな 人出で ございます。 博士 は、 よれよれの 浴衣に、 

帯 を 胸高に しめ、 そうして 帯の 結び目 を 長く うしろに、 

しっぽ 

垂れさげ て、 まるで 鼠の 尻尾の よう、 いかにもお 気の 

ふうさ い 

毒の 風采で ございます。 それに 博士 は、 ひどい 汗 かき 



に 現われました。 読んで みます。 

おのぞみ どおり 

博士 は 莞爾と 笑いました。 いいえ、 莞爾 どころ では 

ございませぬ。 博士 ほどのお 方が、 えへ へへ と、 それ 

は 下品な 笑い声 を 発して、 ぐっと 頸 を 伸ばして あたり 

の 酔 客 を 見廻し ましたが、 酔 客た ち は、 格別 相手に なつ 

て は 呉れ ませぬ。 それでも 博士 は、 意に 介し なさる こ 

となく、 酔 客 ひとりひとりに、 はは、 おのぞみ どおり 

へへ へへ、 すみません、 ほほ ほ、 なぞと、 それ は 複雑 

な 笑い声 を、 若々 しく 笑い わけ、 撒きち らして 皆に 挨 

拶 いたし、 いま は 全く 自 IS を咴愎 なされて、 悠々 とそ 



ち ど だ つて それ を 忘れた ことがない。 

—— 神聖な 家庭に、 けちをつけ ちゃ 困る ね。 不愉快 

だ。 

—— おそれいります。 ほら、 ハンケ チ、 あげる わよ- 

ありがとう。 借りて 置きます。 

—— すっかり、 他人に おなりな すった のね え。 

—— 別れたら、 他人 だ。 この ハンケ チ、 やっぱり 昔 

のま まの、 いや、 犬のに おいが する ね。 

—— まけおしみ 言わな くって いいの。 思い出す で 

しょう？ どう？ 

—— くだらん こと を 言うな。 たしな みの 無い 女 だ。 



問題じゃなかった のね。 

—— また、 泣く。 おまえ は、 いつでも、 その 手 を 用 

いた。 だが、 もう、 だめ さ。 私 は、 いま、 万事が、 お 

のぞみどおり なの だからね。 どこかで、 お茶で も 飲む 

ゝ o 

力 

—— だめ。 あたし、 いま、 はっきり、 わかった わ。 

あなたと、 あたし は、 他人な のね。 いいえ、 むかし か 

ら 他人な のよ。 心の 住んで いる 世界が、 千里 も 万里 も、 

はなれて いたのよ。 一緒にい たって、 お 互い 不幸の 思 

い をす る だけよ。 もう、 きれいに おわかれ したいの。 

あたし、 ね、 ちかく 神聖な 家庭 を 持つ のよ。 



うまく 行きそう かね。 

—— 大丈夫。 その かたは、 ね、 職工さん よ。 職工 長 _ 

その かたがい なければ、 工場の 機械が 動かな いんで 

かた 

すって。 大きい、 山みたい な 感じの、 しっかりした 方- 

_ —— 私と は、 ちがう ね。 

—— ええ、 学問 は 無い の。 研究なん か、 なさらない 

わ。 けれども、 なかなか、 腕が いいの。 

うまく 行く だろう。 さようなら。 ハンケ チ借リ 

て 置く よ。 

さようなら。 あ、 帯が ほどけ そうよ。 むすんで 

あげましょう。 ほんとうに、 いつまでも、 いつまでも 



ている イプセン 先生の 顔で ある。 長兄の 想像力 は、 こ 

のように 他愛がない。 やはり、 蛇足の 感 があった。 

これで 物語が、 すんだ ので あるが、 すんだ、 とたん 

に、 また、 かれら は、 一層す ごく、 退屈した。 ひとつ 

の、 ささやかな 興奮の あとに 来る、 倦 台 I、 荒涼、 やり 

きれない 思いで ある。 兄妹 五 人、 一 ことで も、 もの を 

言い出せば、 すぐに 殴り合いでも はじまり そうな、 険 

悪な 気まず さに、 閉口し 切った。 

母 は、 ひとり 離れて 坐って、 兄妹 五 人の、 それぞれ 

の 性格の あらわれ ている 語り かた を、 始終に こに こ微 

笑んで、 たのしみ、 うっとりして いたので あるが、 こ 



のとき、 そっと 立って 障子 を あけ、 はっと 顔色 かえて、 

「おや。 家の 門のと ころに、 フロック 着た へんな おじ 

いさん 立って います ご 

兄妹 五 人、 ぎょっとして 立ち上った。 

母 は、 ひとり 笑い 崩れた。 

(昭和 十四 年 五月) 
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